
意味のあるものが手に取られやすい

生菓子は自宅用に少数で購入、手土産にするなら安定の焼菓子を特別な
パッケージで、という所は予想どおりではありますが他シーズンイベント
よりも素材やデザインに縁起担ぎや風習を組み込み、またそれをしっかり
と解説、アピールして販売しているお店が多く感じました。様々な事に意味
を持つ日本の行事らしい調査結果となりました。　

まとめ

縁起のいいデザインの封筒状の
外袋に2～3個の焼菓子

1500円前後が一番多い商品帯。
焼菓子ではないが新年柄の羊羹
詰め合わせ商品の多くもこの価
格帯。

高価格帯商品は3000円前後に
多い。2段重ねでお重イメージ
のパッケージがある。

3000 円以上

2500~3000 円

2000~2500 円
1500~2000 円

1000~1500 円

1000 円未満

焼菓子ギフトの価格帯

1500 円前後の価格帯が多い

今回の調査で新春向け限定パッケージが確認できた 2 9 店舗
の商品価格は 1 0 0 0 ~ 1 5 0 0 円台が 9 件で最も多く、次いで
~2 0 0 0 円台（5 件）となりました。この価格帯では焼菓子の
場合は 6~ 9 個入りが多く、自分たちと訪問先の家族でシェア
する事を想定した数量と思われます。

POINT

←　小袋も限定の熨斗柄。
　　コロンバン  様
　　お年賀フレンチパイ ( 2 0 枚入 )
　　　￥1 , 2 9 6

干支デザインが店頭を華やかに

帰省の手土産の人気は焼菓子ギフトでしょう。人気の商品に新春の
菓子らしい特別パッケージ仕様のものがさまざま発売されました。
縁起の良い富士山、日の出や季節の花モチーフなどがありますが数
も多く目を引くのは干支の巳のデザインの充実でした。
コロンバン  様（東京都）では人気商品の銀座フレンチパイをこの時期、
干支の巳とめでたいモチーフをたくさんデザインしたパッケージの
「お年賀フレンチパイ」で発売。箱を開けたら熨斗柄の個包装でまさに
新年のご挨拶にぴったりです。

POINT

ご挨拶の手土産に良い限定の縁起物

アンリ・シャルパンティエ様（兵庫県）の本社の近くにある
「えびす社」の総本山  西宮神社にも奉納される小豆が入った
「えびすフィナンシェ」は商売繁盛家内安全の神様えびす様
にあやかった縁起の良いお菓子。小豆にはその赤色に魔除け
効果があるそうで大切な相手の幸せと商売繁盛を想う手土
産にぴったりです。通常は関西圏の限定店舗のみでの販売で
すが年末年始の期間限定で全国の店舗でも販売されました。

←  アンリ・シャルパンティエ  様
 えびすフィナンシェ（1 0 個入） ￥2 , 3 2 2

POINT

→
京菓子  鶴屋𠮷信  様

花びら餅  御所鏡（3 個入） ￥1 , 9 4 4

すっかり定着した花びら餅。各店の特色を生かした差別化

新春の菓子の主流はやはり和菓子。古来からの菓子ですが 2 0 0 0 年代に入ってから新春の定番として
全国の百貨店の和菓子コーナーの多くの店舗で花びら餅を確認できます。
花びら餅の基本は餅・味噌餡・蜜漬けごぼうという構成ですが、それぞれのお店の特徴や地域の素材
で他店と差をつけています。

POINT

新宿伊勢丹の  京菓子  鶴屋𠮷信  様（京都府）では平安宮中からの
菓子を代々「花びら餅  御所鏡」としてやわらかな求肥に白味噌
あんと紅色羊羹、蜜漬け牛蒡のやさしいお菓子で人気です。
店頭販売は 1 2 月 2 9 日 ~ 1 月 5 日と短めですが、限られた期間
内にもその味を買い求めるお客様が多くみられました。

元旦営業の百貨店はゼロに。
　家族でゆっくり過ごす正月

2 0 2 5 年の都内百貨店では 1 月 1 日に営業する店舗は無く、2 日
からの初売りが多くなりました。さらにマルイなどは 4 日からの
営業と従業員の働き方改善の影響が大きく見えました。元旦から
の営業は駅ビル店舗がほとんど。さらに全店舗の営業ではなく　
帰省土産を取り扱う店舗部分のみの限定的な営業の様子でした。

POINT ※集計はお店や企業の知名度・規模に
関わらず、カタログ入手できたもの及び
WE B 検索調査を参考に行っており全て
の店舗を調査しておりません。偏りが出
ることもございますのでご了承くださ
い。　【調査対象】都内デパート

※カタログの無断転載・複写・引用等の行為を固く禁じます。 スイーツパッケージ  －PAO 通信－　Editor：Ito

2 0 2 5 年新春菓子調査

菓子店にとって 1 年で一番忙しいクリスマスを過ぎると翌日から世間はお正月に向け一直線。
今年は土日と休暇の並びで 9 連休と長めの冬休みとなる方が多くいたようです。
しかしながら連休の過ごし方は「自宅でゆっくり過ごす」が大半のようで、大手旅行会社の調査で
は年末年始に旅行に「行く」と回答したのは 1 8 . 6%、「行かない」は 8 1 . 4% だったということです。
そんな中都心デパートでは新年向けの市場がどのようになっていたのか調査いたしました。


